
当院では、患者さんの安全確保と尊厳の保持を両立する

ため、身体拘束最小化チームによるラウンドを実施してい

ます。ラウンドでは、身体拘束の3要件（切迫性・非代替

性・一時性）の視点から継続の必要性を評価するとともに、

代替手段や解除に向けた方策について検討しています。

また、身体拘束最小化チームには専門・認定看護師も参

加し、それぞれの専門的視点から助言を行っています。

多職種、多領域の視点から、拘束に頼らないケアの実現

に向けて活動しています。
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令和8年度診療報酬改定では、身体拘束最小化の取り組みがさらに重視され、

体制整備だけでなく、実際に身体拘束を減らすための活動や成果も評価されるようになりました。

専門・認定看護師会では、専門・認定看護師の活動報告や各領域の専門知識を
ワンポイントアドバイスでお知らせするため、ニュースレターを発刊しています。

身体拘束最小化チームの

活動を紹介します
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